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文
部
科
学
省
に
設
置
さ
れ
る
文
化
審
議

会
は
、
11
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
同
審
議

会
の
文
化
財
分
科
会
に
お
い
て
登
録
有
形

文
化
財（
建
造
物
）の
新
た
な
登
録
物
件

に
つ
い
て
審
議
し
、
敦
賀
市
か
ら
南
越
前

町
に
か
け
て
現
存
す
る
旧
北
陸
線
ト
ン
ネ

ル
群
13
件
を
登
録
す
る
よ
う
文
部
科
学
大

臣
に
答
申
を
行
っ
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
南
越
前
町
内
で
は
湯
尾
ト
ン
ネ
ル
、

山
中
ロ
ッ
ク
シ
ェ
ッ
ド
、
山
中
ト
ン
ネ
ル

の
３
件
が
登
録
さ
れ
る
見
込
み
で
、
町
内

に
お
け
る
登
録
文
化
財
件
数
は
17
件
と
な

り
ま
す
。

　
旧
北
陸
線
は
明
治
26（
１
８
９
３
）年
、

当
時
の
鉄
道
庁
に
よ
っ
て
着
工
し
、
同

29
年
に
敦
賀
ー
福
井
間
が
開
通
し
ま
し

た
。
な
か
で
も「
杉
津
線
」と
呼
ば
れ
た

敦
賀
ー
今
庄
間
は
、
標
高
２
７
０
ｍ
の
山

中
峠
を
往
来
す
る
急
勾
配
の
難
所
で
、
敦

賀
市
樫
曲
か
ら
南
越
前
町
湯
尾
に
か
け
13

本
の
ト
ン
ネ
ル
の
ほ
か
築
堤
や
橋
梁
、
暗

渠
な
ど
多
く
の
土
木
構
造
物
が
築
か
れ
ま

し
た
。

湯
尾
ト
ン
ネ
ル

　
湯
尾
峠
に
位
置
す
る
敦
賀
ー
福
井
間
最

後
の
ト
ン
ネ
ル
で
す
。
延
長
は
３
６
８
ｍ
、

入
口
は
切
石
積
み
で
、
内
壁
は
煉
瓦
造
。

山
中
ロ
ッ
ク
シ
ェ
ッ
ド

　
山
中
ト
ン
ネ
ル
か
ら
約
１
キ
ロ
北
東
に

位
置
す
る
延
長
65
ｍ
の
ロ
ッ
ク
シ
ェ
ッ
ド

（
落
石
覆
工
）で
、
国
内
初
の
プ
レ
ス
ト

レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
構
造
物
と
し

て
昭
和
28（
１
９
５
３
）年
に
造
ら
れ
ま

し
た
。

山
中
ト
ン
ネ
ル

　
延
長
１
１
７
０
ｍ
と
現
存
す
る
11
本
の

ト
ン
ネ
ル
で
最
も
長
く
、
当
時
は
国
内
屈

指
の
規
模
を
誇
っ
た
煉
瓦
造
の
鉄
道
隧
道

で
し
た
。
固
い
岩
盤
や
湧
水
に
よ
る
崩
落

な
ど
難
工
事
の
末
に
完
成
し
ま
し
た
。

▶山中トンネル▼

湯
尾
ト
ン
ネ
ル

▼

山
中
ロ
ッ
ク
シ
ェ
ッ
ド

　平成 26年 7月から募集を開始し、北前船や右近家等に関する資料を
基に講座を数回受講され、平成 27年 8月から右近家の来館者に実践研
修による案内活動を実施してきました。この度、11月 1日付で 4名の
方が、「河野北前船主通り案内の会」の案内人として認定証を川野町長か
ら授与され、ジャンパー等を手渡されました。会を代表して寺下貢さんは、
「最初は恥ずかしさがあったが、熱心に聞いてもらえるので楽しく感じ
るようになり、お客様から感謝の声を聴くと嬉しいです。我々が基盤を
作り、今後も続く人が出てきてほしいです」と話され、川野町長は「今
後の活躍に大いに期待します」と激励しました。

河野北前船主通り案内の会　認定式　12月2日

写真左から 千馬　仁視さん（河野）
寺下　　貢さん（河野）
田中　久子さん（鯖江市）
和田　耕一さん（越前町）

国登録
文化財

旧
北
陸
線
ト
ン
ネ
ル
群
が

登
録
文
化
財
に


